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――就任から半年の手応え
は？
東日本大震災後に就任だった

ので、目の前にやるべきことが
山積していた。まったく休みの
ない状態で走り続けていて、そ
れにやりがいを感じている。と
りあえず予算化して執行しなけ
ればならない復旧・復興事業に
関しては、ほぼ道をつけた。後
は計画にのっとって各部局で進
めていければいい。
問題なのは、むしろ目に見え

ない被害の方だ。観光面を中心
にした経済の落ち込みがその一
つ。経済復興は大きなテーマだ。
復興のシンボルにできないかと
考え、夏最大のイベントである
黄門まつりでは、初のテレビ
CMをつくって流すなど大がか
りなキャンペーンを実施し、
PRに努めた。さらに、農業の
風評被害も大きな産出額を持つ

じた。市役所には市街地整備課
があれば商工課もあり、観光課
もある。さらに、世界に通じる
芸術発信をしている水戸芸術館
も市の組織の一つだ。中心市街
地活性化は、どこかの部署だけ
でどうこうなるものではない。
横串を通してそれぞれが持って
いるアイデアをぶつけ合うこと
で大きな力を発揮できるのでは
ないかと考えている。芸術家に
よるデザインを施したアートバ
スの運行などの事業は垣根を取
り払った成果だ。
水戸市には高校生、専門学校
生、大学生が１万人以上いる。
彼らを街なかに呼び込めれば、
にぎわいも出て消費にも活気が
出る。各部局の力を集結し、若
い人から高齢者まで市民との協
働が進めば、安心・安全を土台
にしたにぎわいあるまちづくり
ができるはずだ。水戸にある伝
統的な教育の力や、様々な文化
資源の力も組み合わせて、課題
に取り組んでいきたい。
（聞き手は
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水戸市にとって大きな問題だ。
黄門まつりと同時に農産物の販
促キャンペーンも実施した。

――公約として掲げた「み
と安心プラン」の具体化は？
街の活性化にしても経済浮揚
にしても、大前提となるのが安
心だ。実際、東日本大震災を経
験したことで足りないものが何
か、しっかり反省できた。例え
ば、備蓄品は集中備蓄態勢だっ
たために、被災者に効率的に届
けることができなかった。その
ため今では分散備蓄態勢を整え
ている。もう一つ明らかに足り
なかったのが情報。こちらの方
は移動式防災無線配備を予算化
し、すべての市民センターに設
置することにした。
防災面だけでなく福祉や医
療、教育などでも、市民が感じ
ている不安を払拭し、衆知を集
めて安全・安心を感じてもらえ
る快適なまちづくりをしていき
たい。

――中心市街地活性化への
取り組みは？
街を元気に明るくしたい。そ
のためには、庁内の部局ごとの
垣根を取り払う必要があると感
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